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研究成果の概要（和文）：病院の組織特性に関する新たな尺度を開発し、組織の健康への影響について検証し、成果物
を作成することを目的とした。Delphi techniqueを用い病院の組織特性の測定尺度であるSocial Capital and Ethics
（SCE）を開発した後、国内の11病院の全看護職員1,114人を対象に量的調査を実施した。重回帰分析の結果、組織の健
康（職務満足度と職業的幸福感）はSCEの5下位尺度のうち”職場の良識と公正さ”と”職員間の敬意と友好”と有意な
関連性が認められ、好事例の聞き取り調査の結果からも病院の看護師の職場運営においてソーシャル・キャピタルと倫
理に関する組織特性の重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a measurement tool of Social Capital and 
Ethics (SCE) for assessing Organizational Characteristics (OC), and to examine the effect of the SCE on 
Organizational Health (OH: workplace happiness, job satisfaction) among hospital nurses. After developing 
a scale of SCI for hospital nurses using the Delphi technique, we conducted anonymous self-administered 
questionnaires to all nurses in 11 hospitals (n=1,114) to examine the effect of the SCI on Organizational 
Health (OH: workplace happiness, and job satisfaction). Additionally, we conducted semi-structured 
interviews as a qualitative study. The results of hierarchical multiple regression analysis showed that 
those who showed lower “common sense values and fairness at the workplace,”” respect and goodwill 
between workers,”” respect and support from supervisors” showed a significant relationship with OH. 
The findings of our studies suggested that SCI were important for OH among hospital nurses.

研究分野： 公衆衛生看護学，産業保健学，精神保健学
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１．研究開始当初の背景 
 高齢化が加速する国内において看護職員
の需要は高まる中、看護師の離職防止と定着
に向けてのさらなる対策が望まれる。看護師
の離職防止と定着の対策には、病院の労働職
場環境の改善が必要不可欠である。国内外の
先行研究は、職業性ストレスや職場のサポー
ト、公平性の機会等の労働職場環境に関する
事柄が、看護師の離職や離職意向、職務満足、
心身の健康における重要な要因であると明
らかにしている 1-6）。 

さらに、米国国立職業安全保健研究所が提
唱する Healthy Work Organization(HWO)7)

の概念モデルでは、労働職場環境の背後にあ
る「組織特性(管理方式、組織風土、経営方針
等)」が「組織の健康（業績や労働者の健康等）」
を左右する要因とし、組織の健康を考慮に入
れた労働職場環境への対策は労働者と組織
に利益をもたらすとしている。しかし、国内
の病院を対象に、その労働職場環境の背後に
ある組織特性を測定する既存の尺度は存在
しない。 
このことから、日本国内の病院の組織特性

を測定する新たな尺度を開発し、それらを用
いて病院の労働職場環境の背後にある組織
特性が、看護師の離職や職務満足、主観的健
康等の「組織の健康」に及ぼす影響について
検証することで、病院の労働職場環境の改善
に向けての取り組みが望まれる。 

 
２．研究の目的 
(1)国内の需要が高まる看護師の労働職場環
境の背景にある病院の「組織特性」について
の新たな尺度を開発し、それを用いて病院の
「組織特性」が、看護師の離職や職務満足、
健康度等の「組織の健康」に及ぼす影響につ
いて、量的調査研究により検証する。さらに、         
得られた知見を踏まえ、好事例となる病院の
聞き取り調査を通じ、健全な労働職場環境と
組織特性のための CHECK LIST と、その改
善のための ACTION PLAN の作成ことを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)看護師の労働職場環境の背景にある病院
の「組織特性」の測定尺度の開発 

今回、「組織特性」のあらたな項目を作成
するにあたり、関係する概念として Social 
capital(社会関係資本）に注目した。Social 
capital とは「人間関係、信頼関係、コミュ
ニティの力など」を意味する。Social capital
を豊かに有する集団は、構成する人々の健康
度をはじめとする集団として有益な特徴が
報告されている。このことからとくに職場の
Social capitalに関する先行研究を参考に研
究者間で検討を重ね、病院の「組織特性」の
測定尺度のための項目 
「Social Capital and Ethics（社会関係

資本と倫理）」(以下、SCE) （40項目)を作成
した。各項目は 1から 7までの点数で評価し、

点数が高いほど、病院組織が問題であると考
えていることを示す。 
新たに作成した SCE の 40 項目を含め、デ

ルファイ法による質問票調査を実施した。調
査項目は回答者の基本属性、対象施設の特
性・労働安全衛生体制、さらに今回新たに開
発した病院の「組織特性」の測定尺度項目(40
項目)などである。 
デルファイ法による質問票調査は、第 1 回

目（2013 年 11 月 22 日～2014 年 1 月 7 日）、
第 2 回目（2014 年 2 月 25 日～3 月 31 日）、
第 3回目（2014 年 6月 18日～7月 31日）の
計 3回、留め置き式の無記名自記式質問票に
て実施した。対象は A 県内の 50 床以上の規
模の全病院（N=302）の看護職の長（看護部
長もしくはそれに準じる者）とした。回収し
た調査票のデータに関し、各 40 項目につい
ては評価得点に関する記述統計量を算出し
た。 
 
(2)病院の「組織特性」が「組織の健康」に
及ぼす影響の検討 

新たに開発した病院の「組織特性」の尺度
項目について、計 3 回のデルファイ法の結果
を踏まえ、最終的に SCE 31 項目 5 下位尺度
を「組織特性」の尺度とし、量的調査研究に
より、それらの因子構造及び信頼性・妥当性
を検討した。加えて、病院の「組織特性」が、
看護師の離職や職務満足、健康度等の「組織
の健康」に及ぼす影響の検討を行った。 

「組織の健康」の変数について、蓄積疲労
度については、厚生労働省の蓄積疲労の 13
項目版、職務満足度については Macleanの職
務満足度に関する朝倉らの日本語短縮版尺
度、職業的幸福感についてはオリジナルの職
業的幸福感の尺度を、基本属性と就業特性と
ともに使用した。 
2015年 1月に A県の調査協力の承諾が得ら

れた 11 病院（66 病棟）の全看護職員 1,114
人を対象に、無記名自記式質問票による調査
を実施した。回収率は 83％（924票）であっ
た。組織特性の尺度である SCEについては、
探索的因子分析（主因子法、オブリミン回転）
により因子構造を、確認的因子分析（ロバス
ト最尤法）により適合度を検討した。さらに
信頼性と妥当性の検討を行った。 

次に、回答に不明のない 794 通（役職者を
除く）を分析対象とし、SCE を用いて、組織
特性が組織の健康（看護師の蓄積疲労、職務
満足度、職業的幸福感）に及ぼす影響につい
て関連性を検討した。まず、予備分析の後、
職務満足度及び職業的幸福感を従属変数と
した重回帰分析を実施した。欠損値のないデ
ータを最終的な統計解析に用いて、組織特性
が組織の健康に及ぼす影響を、蓄積疲労度、
職務満足度、職業的幸福感を説明変数とした
多変量解析及びマルチレベル分析により、検
討した。なお、本研究は東京学芸大学倫理委
員会で承認された（番号：125）。 
 



(3) 好事例となる病院の聞き取り調査 
量的調査研究の結果を踏まえ、2015 年度

に調査協力をした 11 病院のうち、聞き取り
調査の協力の同意が得られた 4病院を対象に
調査者が施設を訪問し、対象者に半構造化に
よる聞き取り調査を実施した。なお、倫理的
配慮として、調査協力の依頼文書を用いて研
究の目的、調査方法、調査協力は自由意思に
よるものであること、同意の撤回が可能であ
ること、調査協力の有無に関わらず対象者お
よび施設は何ら不利益を生じることはない
こと、研究結果公表時の匿名性の確保につい
て説明をし、同意を得た上で、実施した。 
聞き取り調査の質問内容として、質問票調

査で開発した組織特性の尺度 SCE の 5 下位
尺度の内容に関し、職場や組織での取り組み
と課題について尋ねた。聞き取りの内容は了
解を得て、記録もしくは録音をとり、聞き取
った事例の内容から「望ましい事例・効果的
な事例」と「課題として挙げられた事例」に
分け、その内容をさらにテーマ毎にまとめた。 
 
４．研究成果 
(1) 看護師の労働職場環境の背景にある病
院の組織特性の測定尺度の開発の結果 
計 3 回にわたるデルファイ法による調査

の回収率は、第 1 回目（2013 年 11 月 22 日
～2014年 1月 7 日実施）は回収率 25.8％（78
施設）、第２回目（2014年 2 月 25日～3月 31
日実施）は回収率 25.４％（77 施設）、第 3
回目（2014年 6 月 18日～7 月 31日）は回収
率 24.5％（74施設）であった。 
 3 回の調査において回答があった施設の回
答者の基本属性では、97-99%が女性で、看護
部長もしくはそれに準じる者が 8割を占めた。
対象施設の従業員規模では 50～249人が最も
多く 35-60％を占め、病床規模は 100～199床
が最も多く 38-39％を占めた。労働安全衛生
法により、従業員規模 50 人以上を有する事
業所は、産業医を選任する義務がある。今回
回答のあった施設の中で 50 人以上の従業員
を有する施設は 97-100％占めたものの、産業
医を選任していると回答した施設は 8割前後
に留まった。私傷病による休職者の復職時の
審査委員会などを設けている施設は 32-38％、
職場のハラスメントなどの教育研修を定期
的に実施している施設は 38-49％、職場のメ
ンタルヘルス対策として外部機関と契約し
ている施設は 25-36％と、いずれも半数以下
であった。また、雇用する健康管理スタッフ
の職種では、産業医（87％）、衛生管理者
（49％）、心理士（30％）が順に多く、いず
れも半数以上が他の業務との兼任であった。 

SCE の 40 項目の評価得点について、平均
値の高い項目順に並べた結果、計 3回のデル
ファイ調査全てにおいて、平均値が上位 10
位内であった項目は 6 項目であった。一方、
平均値が下位 10 位以内であった項目は９項
目であった。平均値の上位項目は平均値のば
らつき（標準偏差）が小さい傾向にあった。

つまり、平均値の上位項目は回答者の評価が
ほぼ同様傾向であることが示唆された。一方、
平均値の下位項目は、ばらつき（標準偏差）
が、上位項目に比べ、大きかった。つまり、
平均値の下位項目は、回答者の評価が上位項
目に比べ、多様であることが示唆された。こ
れらの傾向は 3回全ての調査で共通して認め
られた。 
SCEの尺度項目に関し、回収した 924票（回

収率 83％）を用いて、探索的因子分析を実施
した結果、5 因子が抽出された。それぞれ構
成する項目の内容から、「職場の良識と公正
さ」「職員間の敬意と友好」「リーダーによる
尊重と支援」「看護師間の信頼と互恵性」「組
織と職場の目標と展望の共有」と命名し、5
下位尺度とた。確認的因子分析の結果、モデ
ルの適合度は CFI＝0.936、RMSEA ＝0.052 で
あった。α係数は 0.887～0.950 と内的整合
性が確認され、PES-NWI との相関係数から基
準関連妥当性が確認された。 
 

(2) 病院の「組織特性」と「組織の健康」の
関連性の結果 
回収した 924票（回収率 83％）のうち、欠

損のない 767票（役職者を除く）を関連性の
検証のための統計解析に用いた。予備分析の
結果、SCE の全ての下位尺度と職務満足度と
職業的幸福感の得点において有意な相関関
係が認められた。重回帰分析の結果、SCE の
下位尺度について、職務満足度では「職場の
良識と公正さ」（β=0.369）、「職員間の敬意
と友好」（β=0.107）と、職業的幸福感では
「職場の良識と公正さ」（β=0.159）、「職員
間の敬意と友好」（β=0.131）、「リーダーに
よる尊重と支援」（β=0.140）と、有意な関
連性が認められた。また、職務満足度は、週
あたり 5 時間以上の残業（β=-0.074）と蓄
積疲労度（β=-0.276）、職業的幸福感は未婚
（β=-0.093）と蓄積疲労度（β=-0.256）と、
有意な関連性が認められた。調整済み R はそ
れぞれ 0.429、0.275であった。 
病院の「組織特性」として新たに開発した

SCE を用いて検討した結果、5 下位尺度のう
ち、「職場の良識と公正さ」と「職員間の敬
意と友好」は、看護師の職務満足度及び職業
的幸福感において共通した重要な要因であ
った。このことは病院の看護師の職場運営に
おいて、ソーシャル・キャピタルと倫理に関
する組織特性の重要性を示唆した。また、蓄
積疲労度も共通した要因であったものの、職
務満足度は週 5 時間以上の残業していた者、
職業的幸福感は未婚者、において低下してい
た。このことから、職務満足度と職業的幸福
感における異なる要因が示唆された。 
 
(3) 好事例となる病院の聞き取り調査の結
果を踏まえた成果物の作成 

4 施設からの聞き取り調査で得られたデー
タについて、その内容より、「望ましい事例・
効果的な事例」については 22 の、「課題とし



て挙げられた事例」について 12 のテーマの
事例に分けられた。いずれの事例についても、
複数の組織特が関係する内容であった。 
現場の患者ケアや労務管理の場で、好事例

では組織特性の相互作用が上手く働いてい
た一方、課題として挙げられた事例では逆の
状況であることが示唆された。ある対象施設
で課題として挙げられた事例が、別の 2 か所
の対象施設では解決していた。背景に、看護
部長がキーパーソンとなって、組織特性の相
互作用に上手く働きかけていた。健全な職場
組織（Healthy Work Organization）の取り
組みにおいて、看護部長のリーダーシップの
重要性が改めて示唆された。 

CHECK LIST として、これらの知見を整
理し表にし、今回新たに開発した「組織特性」
の尺度である SCE の 5下位尺度 31 項目の表
とともに示し、看護職の労働職場環境とその
背 景 に あ る 組 織 特 性 の 改 善 の た め の
ACTION PLAN の参考とすべく、好事例と
して聞き取りを行った中の代表的な 2事例と
その対応を「匠(たくみ)部長の対応例」とし
て紹介した報告書を含めた。それらの報告書
を 2014 年度に質問票調査に協力した施設に
送付し feedback した。 
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